
し
ら
玉
と
名
づ
く
る
塔
に
斎
け
る
も
し
ら
玉
な
ら
ず
尖
る
砲
弾

諸
友
と
星
が
浦
に
会
す
る
こ
と
両
度
な
り
。

星
が
浦
海
の
あ
か
り
の
ほ
の
か
に
も
並
木
と
砂
に
あ
り
て
夜
と
な
る

星
が
浦
銀
の
器
の
は
こ
ば
れ
し
夜
食
の
卓
に
ひ
び
く
浪
音

旅
に
し
て
語
れ
ば
好
し
や
星
が
浦
ホ
テ
ル
の
宵
の
う
ら
寒
き
に
も

ホ
テ
ル
の
み
白
く
浮
び
て
星
が
浦
を
ぐ
ら
き
方
に
夕
浪
の
鳴
る

し
ば
ら
く
は
旅
を
忘
れ
て
美
く
し
き
星
が
浦
わ
の
砂
を
踏
む
か
な

黄
海
の
ほ
と
り
我
が
来
て
立
つ
磯
に
青
き
斑
を
置
け
る
若
草

遠
く
来
て
我
が
思
ふ
こ
と
静
か
な
り
あ
け
ぼ
の
の
浜
た
そ
が
れ
の
浜

蒙
古
よ
り
狗
の
ご
と
く
に
吠
ゆ
る
風
岬
に
あ
り
て
暗
き
磯
か
な

与
満
蒙
遊
草（
昭
和
三
年
五
月
、六
月
）
初
版
同

与
満
蒙
遊
草（
昭
和
三
年
五
月
、六
月
）
詞
書
62
ま
で
な

し

⑷
並
木
と
沙
に（
添
書
）諸
友
と
星
が
浦
に
て

与
満
蒙
遊
草（
昭
和
三
年
五
月
、六
月
）
初
版
同

添
書

63
ま
で
51
と
同
じ

与
満
蒙
遊
草（
昭
和
三
年
五
月
、六
月
）
初
版
同

与
満
蒙
遊
草（
昭
和
三
年
五
月
、六
月
）
初
版
同

与
満
蒙
遊
草（
昭
和
三
年
五
月
、六
月
）
⑷
星
が
浦
な
る

⑸
沙
を
踏
む
か
な

与
満
蒙
遊
草（
昭
和
三
年
五
月
、六
月
）
初
版
同

与
満
蒙
遊
草（
昭
和
三
年
五
月
、六
月
）
初
版
同

与
満
蒙
遊
草（
昭
和
三
年
五
月
、六
月
）
初
版
同

満蒙の歌
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近代日本文学史上、永遠に名をとどめた
与謝野鉄幹、晶子の全作品を網羅している。
ふたりの文業と生涯のすべてがわかる。
近代の詩・短歌・評論・古典現代語訳など
公共図書館、研究機関に必須の全集。
日本初の夫婦全集、本文篇、各句索引、近々完結！

※ご記入いただいた個人情報は、ご注文書籍の発送、お支払い確認などの連絡および、ご希望いただいた方への刊行案内をお送りするために利用し、その目的以外での利用は致しません。
※追加のパンフレットをご希望の方はご一報下さい。
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＊書店さまは着荷次第お客様にご連絡ください

勉
誠
出
版

鉄
幹
晶
子
全
集
本
文
篇

各
句
索
引

全

三
十
二
巻

完　

結

編
集
：
代
表　

逸
見
久
美

　
　
　

市
川
千
尋
・
川
崎
キ
ヌ
子
・
田
口
佳
子

協
力
：
久
保
田
る
り
子
・
坂
谷
貞
子
・
池
田
美
愛
・

　
　
　

殷
静
如
・
鶴
丸
典
子
・
松
森
早
智

初
の
鉄
幹
全
集
に
し
て
、
晶
子
全
集
の
決
定
版
、

本
文
篇
完
結
！

本
文
（
歌
集
）、
原
寸
大
組
見
本

編集方針

一．	与謝野鉄幹（寛）・晶子の単行本になった著作を中心に刊行年順に収録した。
二．	底本には原則として各作品の初版本を使用した。
三．	本文は底本通りとするが、漢字は適宜改めた。
四．	短歌・詩には詳細な校異を付し、散文には初出の所在を示した。
五．	各巻末には解題を付した。
六．	全歌集の五句索引を施した。

A5判上製カバー装・各巻約500頁　定価：各巻本体6000円＋税（分売可）

TekkanAkiko
complete works

鉄幹晶子全集
本文篇	全31巻
セット価格  186,000円＋税

セット

明治期篇	１〜８
セット価格  48,000円＋税 セット

1
東西南北／天地玄黄
鉄幹子
ISBN978-4-585-01054-8  C0392 冊

2
紫／みだれ髪
新派和歌大要／うもれ木
ISBN978-4-585-01055-5  C0392 冊

3
小扇／毒草／恋衣
舞姫／夢之華
ISBN978-4-585-01056-2  C0392 冊

4
常夏／佐保姫／相聞
女子のふみ
ISBN978-4-585-01057-9  C0392 冊

5
檞之葉／おとぎ

ばなし少年少女
春泥集
ISBN978-4-585-01058-6  C0392 冊

6
一隅より／青海波
雲のいろいろ
ISBN978-4-585-01059-3  C0392 冊

7
新訳源氏物語上巻
新訳源氏物語中巻
ISBN978-4-585-01060-9  C0392 冊

8
新訳源氏物語下巻の一
新訳源氏物語下巻の二
ISBN978-4-585-01061-6  C0392 冊

20
火の鳥／晶子歌話
女人創造
ISBN978-4-585-01073-9  C0392 冊

21
太陽と薔薇／人間礼拝
草の夢
ISBN978-4-585-01074-6  C0392 冊

22
愛の創作／流星の道
瑠璃光／砂に書く
ISBN978-4-585-01075-3  C0392 冊

昭和期篇	23〜31
セット価格  54,000円＋税 セット

23
心の遠景／光る雲
霧島の歌
ISBN978-4-585-01076-0  C0392 冊

24
女子作文新講巻一／女子作文
新講巻二／女子作文新講巻三
ISBN978-4-585-01077-7  C0392 冊

25
女子作文新講巻四／女子作文
新講参考／女子作文新講上級
ISBN978-4-585-01078-4  C0392 冊

26
満蒙遊記
街頭に送る
ISBN978-4-585-01079-1  C0392 冊

27
優勝者となれ
　　『蜻蛉日記』
ISBN978-4-585-01080-7  C0392 冊

28
新新訳源氏物語第一巻
新新訳源氏物語第二巻
ISBN978-4-585-01081-4  C0392 冊

29
新新訳源氏物語第三巻
新新訳源氏物語第四巻
ISBN978-4-585-01082-1  C0392 冊

30
新新訳源氏物語第五巻
新新訳源氏物語第六巻
ISBN978-4-585-01083-8  C0392 冊

31
与謝野寛遺稿歌集
白桜集
ISBN978-4-585-0 冊

大正期篇Ⅰ	９〜16
セット価格  48,000円＋税 セット

9
明るみへ
夏より秋へ
ISBN978-4-585-01062-3  C0392 冊

10
巴里より
八つの夜
ISBN978-4-585-01063-0  C0392 冊

11
新訳栄華物語上巻
新訳栄華物語中巻・前半
ISBN978-4-585-01064-7  C0392 冊

12
新訳栄華物語中巻・後半
新訳栄華物語下巻
ISBN978-4-585-01065-4  C0392 冊

13
リラの花
和泉式部歌集
ISBN978-4-585-01066-1  C0392 冊

14
さくら草／雑記帳
鴉と雨／うねうね川
ISBN978-4-585-01067-8  C0392 冊

15
歌の作りやう／朱葉集
短歌三百講
ISBN978-4-585-01068-5  C0392 冊

16
人及び女として・舞ごろも
新訳紫式部日記・新訳和泉式部日記
ISBN978-4-585-01069-2  C0392 冊

大正期篇Ⅱ	17〜22
セット価格  36,000円＋税 セット

17
新訳徒然草／我等何を求む
るか／晶子新集
ISBN978-4-585-01070-8  C0392 冊

18
愛、理性及び勇気
若き友へ
ISBN978-4-585-01071-5  C0392 冊

19
心頭雑草／行つて参ります
激動の中を行く
ISBN978-4-585-01072-2  C0392 冊各巻本体6,000円＋税（予定）

平安朝　
女流日記

32
全歌集の各句索引篇

ISBN978-4-585-0 冊

詳
細
な
初
出
、
校
異
情
報
を
付
し
た
。

全
歌
に
歌
番
号
を
付
し
、

索
引
と
の
対
応
を
容
易
に
し
た
。

本
文
は
初
版
本
に
従
い
、
読
み
や
す
さ
を

考
慮
し
て
漢
字
を
適
宜
あ
ら
た
め
た
。

P1 P6 P5



1 

東
西
南
北
（
鉄
幹　

詩
歌
集
）

 

天
地
玄
黄
（
鉄
幹　

詩
歌
集
）

 

鉄
幹
子
（
鉄
幹　

詩
歌
文
集
）

2 

紫
（
鉄
幹　

詩
歌
集
）

 

み
だ
れ
髪
（
晶
子　

歌
集
）

 

新
派
和
歌
大
要
（
鉄
幹　

詩
歌
文
集
）

 

う
も
れ
木
（
鉄
幹　

詩
歌
文
集
）

3 

小
扇
（
晶
子　

歌
集
）

 

毒
草
（
鉄
幹
・
晶
子　

詩
歌
文
集
）

 

恋
衣
（
登
美
子
・
雅
子
・
晶
子　

詩
歌
集
）

 

舞
姫
（
晶
子　

歌
集
）

 

夢
之
華
（
晶
子　

歌
集
）

4 

常
夏
（
晶
子　

歌
集
）

 

佐
保
姫
（
晶
子　

歌
集
）

 

相
聞
（
寛　

歌
集
）

 

女
子
の
ふ
み
（
晶
子　

書
簡
手
引
書
）

5 

檞
之
葉
（
寛　

詩
歌
集
）

 

お
と
ぎ

ば
な
し

少
年
少
女
（
晶
子　

童
話
）

 

春
泥
集
（
晶
子　

歌
集
）

6 

一
隅
よ
り
（
晶
子　

評
論
集
）

 

青
海
波
（
晶
子　

歌
集
）

 

雲
の
い
ろ
い
ろ
（
晶
子　

短
編
小
説
集
）

7 

新
訳
源
氏
物
語 

上
巻
（
晶
子　

現
代
語
訳
）

 

新
訳
源
氏
物
語 

中
巻
（
晶
子　

現
代
語
訳
）

8 

新
訳
源
氏
物
語 

下
巻
の
一
（
晶
子　

現
代
語
訳
）

 

新
訳
源
氏
物
語 

下
巻
の
二
（
晶
子　

現
代
語
訳
）

本
書
の
特
色

夫
婦
が
築
い
た
文
学
と
人
生
の
軌
跡

『
み
だ
れ
髪
』
出
版
百
年
に
当
た
る
二
〇
〇
一
年

か
ら
刊
行
し
始
め
、
や
っ
と
本
文
篇
が
終
っ
た
。

こ
の
全
集
は
鉄
幹
の
作
品
か
ら
始
ま
り
、
晶
子
と

の
恋
愛
、
結
婚
、
そ
し
て
「
明
星
」
発
展
に
寄
与

し
、
多
く
の
作
品
を
共
に
築
き
あ
げ
て
き
た
二
人

の
全
作
品
を
網
羅
し
て
い
る
。
全
て
の
作
品
は
合

著
も
含
め
て
、
明
治
期
の
作
品
数
は
鉄
幹
九
冊
、

晶
子
十
五
冊
、
大
正
期
は
鉄
幹
四
冊
、
晶
子
三
十

三
冊
、
鉄
幹
は
『
鴉
と
雨
』（
大
四
）
で
単
独
の
著

作
は
終
わ
る
。
昭
和
期
は
寛
三
冊
、
晶
子
十
九
冊

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
晶
子
の
著
作
は
圧
倒
的
に

多
い
が
、
拾
遺
篇
で
は
鉄
幹
の
作
品
は
か
な
り
多

い
。
二
人
の
自
伝
的
、
ロ
マ
ン
的
、
写
実
的
な
小

説
や
古
典
作
品
、
時
局
に
関
す
る
評
論
、
詩
や
歌

な
ど
な
ど
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
鉄

幹
の
一
面
が
興
趣
深
く
理
解
で
き
る
。前
記
の『
鴉

と
雨
』
は
自
費
出
版
で
あ
り
、
そ
の
巻
末
に
「
巴

里
に
行
つ
て
自
分
は
新
生
の
喜
び
を
知
つ
た
。
自

分
は
次
い
で
巴
里
雑
詠
一
巻
を
出
す
で
あ
ら
う
」

と
自
ら
予
定
し
て
い
た
が
出
版
さ
れ
な
か
っ
た
。

晶
子
以
上
の
実
力
が
あ
り
な
が
ら
晶
子
の
よ
う
な

多
作
の
人
に
な
れ
な
か
っ
た
の
は
、
鉄
幹
に
対
す

る
誤
解
や
嫉
視
も
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
晶
子
の
多
作
の
蔭
に
は
、
生
活
の
た
め
に
鉄

幹
の
ど
れ
程
の
協
力
が
成
さ
れ
た
か
、
時
に
は
代

筆
に
近
い
も
の
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
、
全

集
を
通
し
て
痛
感
さ
れ
た
。
特
に
古
典
に
関
し
て
、

夫
婦
合
作
と
思
わ
れ
る
節
も
あ
っ
た
。
才
能
に
恵

ま
れ
た
夫
婦
の
全
作
品
が
年
代
毎
に
網
羅
さ
れ
た

こ
の
全
集
に
よ
っ
て
二
人
が
築
い
た
文
学
と
人
生

の
軌
跡
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

生
前
中
も
死
後
も
鉄
幹
に
対
し
て
、
は
し
た
な
い

風
評
が
飛
び
交
っ
て
い
た
が
、
こ
の
全
集
に
よ
っ

て
鉄
幹
の
生
き
方
、
文
学
に
対
す
る
真
摯
な
姿
勢

が
正
確
に
把
握
で
き
、
夫
婦
の
多
面
的
な
あ
り
方

を
見
直
す
こ
と
が
で
き
る
。
刊
行
以
来
九
年
を
経

て
、
前
途
遼
遠
と
思
っ
て
い
た
全
集
の
本
文
が
近

く
完
結
、
も
う
ひ
と
息
。
そ
の
あ
と
拾
遺
篇
に
向

か
う
と
こ
ろ
ま
で
来
た
。
如
何
な
る
こ
と
が
あ
っ

て
も
や
り
抜
く
と
い
う
編
集
の
委
員
や
協
力
た
ち

の
気
力
と
意
気
込
み
と
共
に
、
こ
の
全
集
の
完
結

を
願
っ
て
止
ま
な
い
。

編
集
代
表		

逸
見
久
美

本
邦
初
の
〈
夫
婦
全
集
〉

与
謝
野
鉄
幹
（
寛
）
と
晶
子
の
創
作
活
動
は
、
別
々
に
鑑
賞
・
研
究
し
た
の
で

は
正
し
く
見
え
て
こ
な
い
。
た
が
い
に
影
響
し
合
い
作
っ
て
い
っ
た
作
品
群
の
全

貌
を
把
握
す
る
た
め
に
、
編
年
体
に
し
た
初
め
て
の
「
夫
婦
の
全
集
」
で
あ
る
。

初
め
て
の
『
与
謝
野
鉄
幹
全
集
』

寛
の
全
集
は
こ
れ
ま
で
『
与
謝
野
寛
短
歌
全
集
』
し
か
な
か
っ
た
。
こ
の
全
集
は

鉄
幹
（
寛
）
の
漢
詩
か
ら
始
ま
り
、
二
人
の
作
品
を
網
羅
し
て
い
る
。
拾
遺
篇

も
含
め
て
寛
の
全
作
品
を
収
録
し
た
本
全
集
は
、
か
つ
て
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

寛
の
全
貌
を
は
じ
め
て
示
す
も
の
、
今
後
の
研
究
に
貢
献
し
得
る
と
言
え
よ
う
。

決
定
的
な
『
与
謝
野
晶
子
全
集
』

旧
来
の
晶
子
全
集
で
は
、
共
著
の
作
品
は
晶
子
の
作
品
の
み
の
掲
載
で
あ
っ
た
。

ま
た
原
本
が
詩
歌
集
で
あ
っ
て
も
詩
と
歌
を
分
け
て
ま
と
め
て
い
た
。
し
か
し

本
全
集
は
あ
く
ま
で
原
本
を
そ
の
ま
ま
生
か
し
た
。

か
つ
て
の
全
集
の
未
収
録
作
品
掲
載

晶
子
の
古
典
現
代
語
訳
作
品
を
す
べ
て
収
録
。
す
で
に
遺
稿
集
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
晶
子
の
『
白
桜
集
』
に
加
え
て
『
与
謝
野
寛
遺
稿
歌
集
』
も
第
三
十
一

巻
に
入
れ
た
。
ま
た
容
易
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
晶
子
の
『
女
子
作
文
新
講
』
も

収
め
た
。
な
お『
満
蒙
遊
記
』に
は
旧
満
州
の
当
時
の
写
真
四
十
八
葉
も
入
れ
た
。

詳
細
を
究
め
る
歌
の
各
句
索
引

「
歌
の
各
句
索
引
篇
」
と
は
、
二
人
の
全
歌
の
第
一
句
か
ら
第
五
句
ま
で
の
各
句

の
索
引
の
こ
と
で
あ
る
。
二
人
の
歌
集
以
外
の
例
え
ば
山
川
登
美
子
、
増
田
雅

子
と
の
共
著
『
恋
衣
』
な
ど
の
歌
の
各
句
索
引
も
つ
け
た
。
本
索
引
に
よ
っ
て
、

は
じ
め
て
寛
と
晶
子
の
全
歌
集
、
共
著
歌
集
の
歌
に
つ
い
て
理
解
が
深
ま
る
。

拾
遺
篇
を
予
定

「
拾
遺
篇
」は
す
で
に
刊
行
し
て
き
た
単
行
本
に
洩
れ
た
作
品
群
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
ジ
ャ
ン
ル
別
に
年
代
順
に
並
べ
る
。
短
歌
、
詩
（
漢
詩
を
含
む
）、
散

文
（
小
説
、
評
論
、
随
想
、
童
話
、
古
典
）
全
歌
の
各
句
索
引
を
掲
載
。

各
巻
内
容

※
索
引
篇
・
拾
遺
篇
・
補
遺
篇
・
書
誌
・
年
譜
を
刊
行
予
定

※
各
巻
定
価
六
三
〇
〇
円
（
本
体
六
〇
〇
〇
円
＋
税
）
予
定
、
分
売
可
。

※
定
価
は
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

明
治
期
篇

9 

明
る
み
へ
（
晶
子　

長
編
小
説
）

 

夏
よ
り
秋
へ
（
晶
子　

詩
歌
集
）

10 

巴
里
よ
り
（
寛
・
晶
子　

紀
行
文
集
）

 

八
つ
の
夜
（
晶
子　

童
話
）

11 

新
訳
栄
華
物
語 

上
巻
（
晶
子　

現
代
語
訳
）

 

新
訳
栄
華
物
語 

中
巻
・
前
半
（
晶
子　

現
代
語
訳
）

12 

新
訳
栄
華
物
語 

中
巻
・
後
半
（
晶
子　

現
代
語
訳
）

 

新
訳
栄
華
物
語 

下
巻
（
晶
子　

現
代
語
訳
）

13 

リ
ラ
の
花
（
寛　

訳
詩
集
）

 

和
泉
式
部
歌
集
（
寛
・
晶
子　

現
代
語
訳
）

14 

さ
く
ら
草
（
晶
子　

詩
歌
集
）

 

雑
記
帳
（
晶
子　

評
論
集
）

 

鴉
と
雨
（
寛　

詩
歌
集
）

 

う
ね
う
ね
川
（
晶
子　

童
話
）

15 

歌
の
作
り
や
う
（
晶
子　

歌
評
論
）

 

朱
葉
集
（
晶
子　

歌
集
）

 

短
歌
三
百
講
（
晶
子　

自
歌
評
釈
）

16 

人
及
び
女
と
し
て
（
晶
子　

評
論
集
）

 

舞
ご
ろ
も
（
晶
子　

詩
歌
集
）

 

新
訳
紫
式
部
日
記

 

新
訳
和
泉
式
部
日
記
（
晶
子　

現
代
語
訳
）

大
正
期
篇
Ⅰ

23 

心
の
遠
景
（
晶
子　

歌
集
）

 

光
る
雲
（
晶
子　

評
論
集
）

 

霧
島
の
歌
（
寛
・
晶
子　

歌
集
）

24 

女
子
作
文
新
講 

巻
一
（
晶
子　

作
文
指
導
書
）

 

女
子
作
文
新
講 

巻
二
（
晶
子　

作
文
指
導
書
）

 

女
子
作
文
新
講 

巻
三
（
晶
子　

作
文
指
導
書
）

25 

女
子
作
文
新
講 

巻
四
（
晶
子　

作
文
指
導
書
）

 

女
子
作
文
新
講 

参
考
（
晶
子　

作
文
指
導
書
）

 

女
子
作
文
新
講 

上
級
（
晶
子　

作
文
指
導
書
）

26 

満
蒙
遊
記
（
寛
・
晶
子　

詩
歌
文
集
）

 

街
頭
に
送
る
（
晶
子　

評
論
集
）

27 

優
勝
者
と
な
れ
（
晶
子　

評
論
集
）

 

　
　

 

「
蜻
蛉
日
記
」（
晶
子　

現
代
語
訳
）

28 

新
新
訳
源
氏
物
語
第
一
巻
（
晶
子　

現
代
語
訳
）

 

新
新
訳
源
氏
物
語
第
二
巻
（
晶
子　

現
代
語
訳
）

29 

新
新
訳
源
氏
物
語
第
三
巻
（
晶
子　

現
代
語
訳
）

 

新
新
訳
源
氏
物
語
第
四
巻
（
晶
子　

現
代
語
訳
）

30 

新
新
訳
源
氏
物
語
第
五
巻
（
晶
子　

現
代
語
訳
）

 

新
新
訳
源
氏
物
語
第
六
巻
（
晶
子　

現
代
語
訳
）

31 

与
謝
野
寛
遺
稿
歌
集
（
寛　

歌
集
）

 

白
桜
集
（
晶
子　

歌
集
）

32 

歌
の
各
句
索
引
篇

昭
和
期
篇

17 

新
訳
徒
然
草
（
晶
子　

現
代
語
訳
）

 

我
等
何
を
求
む
る
か
（
晶
子　

評
論
集
）

 

晶
子
新
集
（
晶
子　

歌
集
）

18 

愛
、
理
性
及
び
勇
気
（
晶
子　

評
論
集
）

 

若
き
友
へ
（
晶
子　

評
論
集
）

19 

心
頭
雑
草
（
晶
子　

評
論
集
）

 

行
つ
て
参
り
ま
す
（
晶
子　

童
話
）

 

激
動
の
中
を
行
く
（
晶
子　

評
論
集
）

20 

火
の
鳥
（
晶
子　

歌
集
）

 

晶
子
歌
話
（
晶
子　

歌
評
論
）

 

女
人
創
造
（
晶
子　

評
論
集
）

21 

太
陽
と
薔
薇
（
晶
子　

歌
集
）

 

人
間
礼
拝
（
晶
子　

評
論
集
）

 

草
の
夢
（
晶
子　

歌
集
）

22 

愛
の
創
作
（
晶
子　

評
論
集
）

 

流
星
の
道
（
晶
子　

歌
集
）

 

瑠
璃
光
（
晶
子　

歌
集
）

 

砂
に
書
く
（
晶
子　

評
論
集
）

大
正
期
篇
Ⅱ

妻
を
め
ど
ら
ば
才
た
け
て

顔
う
る
は
し
く
な
さ
け
あ
る

友
を
え
ら
ば
ば
書
を
読
ん
で

六
分
の
侠
気
四
分
の
熱

恋
の
い
の
ち
を
た
づ
ぬ
れ
ば

名
を
惜
む
か
な
を
と
こ
ゆ
ゑ

友
の
な
さ
け
を
た
づ
ぬ
れ
ば

義
の
あ
る
と
こ
ろ
火
を
も
踏
む
（
鉄
幹
）

あ
あ
お
と
う
と
よ
、
君
を
泣
く
、

君
死
に
た
ま
ふ
こ
と
な
か
れ
、

末
に
生
ま
れ
し
君
な
れ
ば

親
の
な
さ
け
は
ま
さ
り
し
も

親
は
刃や

い
ば

を
に
ぎ
ら
せ
て

人
を
殺
せ
と
を
し
へ
し
や
、

人
を
殺
し
て
死
ね
よ
と
て

二
十
四
ま
で
を
そ
だ
て
し
や
。

君
死
に
た
ま
ふ
こ
と
な
か
れ
、

す
め
ら
み
こ
と
は
、
戦
ひ
に

お
ほ
み
づ
か
ら
は
出
で
ま
さ
ね
、

か
た
み
に
人
の
血
を
流
し
、

獣け
も
のの

道
に
死
ね
よ
と
は
、

死
ぬ
る
を
人
の
ほ
ま
れ
と
は
、

大
み
こ
ゝ
ろ
の
深
け
れ
ば

も
と
よ
り
い
か
で
思お

ぼ

さ
れ
む
。
（
晶
子
）

平
安
朝　

女
流
日
記

二
〇
一
〇
年
八
月
刊
行

二
〇
一
〇
年
十
二
月
刊
行

P4 P3 P2


